
参
議
院
選
挙
が

日
公

22

示
さ
れ
、
７
月

日
（
日
）

10

投
票
で
た
た
か
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。

軍
事
費
を
２
倍
の

兆
11

円
に
し
て
、
日
本
を
戦
争

す
る
国
に
変
え
る
の
か
、

憲
法
９
条
を
守
り
、
平
和

主
義
を
堅
持
す
る
の
か
。

格
差
拡
大
と
弱
肉
強
食

の
新
自
由
主
義
か
ら
転
換

し
、
や
さ
し
く
強
い
経
済

を
つ
く
り
、
国
民
生
活
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

日
本
共
産
党
の
躍
進
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
党
を

つ
く
っ
て
今
年
で
１
０
０

年
、
自
由
と
平
和
の
た
め

に
、
企
業
・
団
体
献
金
、

政
党
助
成
金
も
受
け
取
ら

な
い
唯
一
の
党
で
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
の
、
物

心
両
面
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
５
年
に
１
回
、

役
所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
内
蔵

す
る
電
子
証
明
証
の
交
換

期
限
が
、
５
年
だ
か
ら
で

す
。

カ
ー
ド
更
新
は

年
10

さ
ら
に
、
カ
ー
ド
自
体

の
更
新
は

年
ご
と
に
訪

10

れ
、
さ
ら
に
面
倒
で
す
。

カ
ー
ド
更
新
は
、
役
所

に
申
請
か
ら
新
し
い
カ
ー

ド
の
発
送
ま
で
、

日
か

10

か
る
と
い
い
ま
す
。

保
険
証
は
、
月
初
め
に

１
度
、
窓
口
に
出
せ
ば
い

い
の
が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

は
受
診
の
た
び
に
、
読
み

取
り
機
に
か
ざ
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

カ
ー
ド
に
内
蔵
す
る
電

子
証
明
証
の
資
格
確
認
で
、

顔
認
証
か
暗
証
番
号
の
入

力
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

電
子
証
明
証
は
期
限
が

切
れ
た
ら
使
え
な
く
な
り
、

保
険
資
格
は
あ
っ
て
も
、

カ
ー
ド
の
期
限
切
れ
で
受

診
で
き
な
い
心
配
が
あ
り

ま
す
。
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村
の
四
季
⑥鈴

木
重
雄(

八
色
木)

■
三
助
さ
ん
の
こ
と

私
は
子
ど
も
の
頃
、
隣

の
三
助
さ
ん
の
家
で
遊
ん

だ
。
三
助
さ
ん
の
家
を
本

家
イ
ヤ
ネ
と
呼
ん
で
い
た
。

八
色
木
で
は
今
で
も
本
家

を
イ
ヤ
ネ
（
弥
栄
家
）、
分

家
を
エ
モ
ヂ
（
家
持
ち
）

と
呼
ぶ
。
た
ぶ
ん
家
を
持

た
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三
助
さ
ん
は
地
主
で
、
自

分
の
家
で
は
飯
米
田
く
ら

い
し
か
耕
作
し
て
い
な
い

シ
メ
ヤ
（
住
い
家
）
で
あ

る
。私

と
同
じ
年
の
久
美
ち

ゃ
（
旧
藤
島
町
農
協
婦
人

部
長
）
と
、
一
つ
年
上
の

朔
郎
ち
ゃ
（
元
藤
島
町
議

会
議
長
、
赤
川
土
地
改
良

区
連
合
理
事
長
）
が
遊
び

相
手
に
し
て
く
れ
る
。

私
の
遊
び
仲
間
は
、
久

美
ち
ゃ
で
も
朔
郎
ち
ゃ
で

も
よ
か
っ
た
し
、爺
ち
ゃ
、

婆
ち
ゃ
で
も
よ
か
っ
た
。

私
は
小
学
校
１
、
２
年

生
頃
ま
で
、
学
校
か
ら
帰

る
と
走
っ
て
行
っ
た
。
母

屋
の
入
口
を
挟
ん
で
馬
小

屋
が
あ
り
、
山
羊
を
飼
育

し
て
い
た
。
通
常
出
入
り

す
る
戸
ノ
口
で
あ
る
。
戸

ノ
口
の
他
に
中
ノ
口
が
あ

っ
て
、
こ
こ
は
茶
の
間
に

上
が
る
入
口
で
、
郵
便
物

や
来
外
者
が
出
入
り
す
る
。

玄
関
は
座
敷
に
上
が
る
入

口
で
、普
段
は
使
わ
な
い
。

そ
の
他
に
台
所
に
出
入
り

す
る
裏
口
も
あ
っ
た
。

私
は
戸
ノ
口
で
ヒ
ュ
ー

ッ
、
ヒ
ュ
ー
ッ
と
口
笛
を

鳴
ら
す
と
、「
は
い
れ
」
と

茶
の
間
の
ほ
う
か
ら
聞
こ

え
る
の
で
、
土
間
を
通
っ

て

畳
く
ら
い
の
下
間
を

10
通
っ
て
茶
の
間
に
入
る
。

母
親
と
少
し
腰
の
曲
が

っ
た
婆
ち
ゃ
が
針
仕
事
を

し
て
い
る
。
母
ち
ゃ
ん
が

縫
っ
て
い
る
綿
の
着
物
か

ら
真
綿
の
屑
を
も
ら
っ
て
、

風
船
玉
を
飛
ば
す
よ
う
に
、

ツ
ー
ツ
ー
と
上
に
向
か
っ

て
吹
い
て
遊
ん
だ
。

朔
郎
ち
ゃ
は
、
こ
う
い

う
遊
び
を
あ
ま
り
好
き
で

な
か
っ
た
よ
う
で
、
も
っ

ぱ
ら
本
を
読
ん
で
い
た
。

母
ち
ゃ
ん
は
学
校
の
宿
題

な
ど
も
熱
心
に
教
え
て
い

た
。父

ち
ゃ
ん（
喜
久
之
助
、

後
に
三
之
助
と
改
名
）
は

村
役
場
の
収
入
役
を
し
て

い
た
。
均
整
の
と
れ
た
立

派
な
体
格
で
、
庄
内
農
学

校
の
特
待
生
で
、
陸
軍
幹

部
候
補
生
と
な
り
、
陸
軍

少
尉
で
あ
っ
た
。
後
に
助

役
に
な
り
、
軍
事
召
集
を

受
け
、
日
中
戦
争
に
参
戦

し
戦
死
し
た
（
陸
軍
中
尉

に
任
官
）。

爺
ち
ゃ
は
働
き
者
で
、

し
か
も
手
先
が
器
用
な
人

で
、
稲
倉
で
藁
仕
事
や
紙

で
造
花
な
ど
も
し
て
い
た
。

近
所
の
子
ど
も
達
も
集
ま

っ
て
、
藁
か
ら
す
ぐ
っ
た

藁
屑
が
山
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
中
に

も
ぐ
っ
て
遊
ん
だ
。

夕
方
ま
で
遊
ん
で
い
る

と
、
婆
ち
ゃ
が
夕
飯
を
食

べ
て
い
け
と
言
う
。
広
い

台
所
に
コ
の
字
型
に
筵
が

敷
い
て
あ
り
、
そ
こ
に
ご

飯
や
汁
鍋
を
囲
ん
で
坐
る
。

私
は
爺
ち
ゃ
の
そ
ば
で
四

角
い
お
盆
に
坐
っ
て
食
べ

る
。
食
べ
れ
食
べ
れ
と
す

す
め
る
が
、
自
分
の
家
で

食
べ
る
よ
う
で
は
な
か
っ

た
。
緊
張
し
て
い
た
。
婆

ち
ゃ
か
ら
は
お
風
呂
に
入

れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

三
助
さ
ん
の
爺
ち
ゃ
婆

ち
ゃ
に
は
、
か
わ
い
が
っ

て
も
ら
っ
た
。

参
議
院
選
挙
公
示
、７
月

日
投
票

10

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
平
和
を
守
る

岸
田
政
権
は
、
健
康
保

険
証
の
代
わ
り
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

を
義
務
化
に
し
、
保
険
証

を
原
則
廃
止
に
す
る
と
し

ま
し
た
。

５
年
に
１
回
役
所
へ

国
保
の
保
険
証
な
ど
、

市
役
所
に
取
り
に
行
く
こ

と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
証
の
原
則
廃
止
、マ
イ

ナ
カ
ー
ド
受
診
で
ど
う
な
る
？



日
投
開
票
の
庄
内
町

19
議
会
議
員
選
挙（
定
数

）
14

で
、
日
本
共
産
党
の
工
藤

範
子
氏
が
６
９
１
票
を
獲

得
し
、
通
算
７
期
目
の
当

選
と
な
り
ま
し
た
（
合
併

前
２
期
、合
併
後
５
期
目
）。

懲
戒
解
雇
で
議
員
に

農
協
の
住
宅
ロ
ー
ン
に

係
る
抵
当
権
を
無
断
で
抹

消
し
、
債
務
残
高
証
明
書

が
発
行
さ
れ
な
い
よ
う
、

悪
質
な
不
正
操
作
を
行
い
、

農
協
に
損
害
を
与
え
、
５

月
末
に
、
前
代
未
聞
の
懲

戒
解
雇
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
庄

内
た
が
わ
の
元
職
員
が
、

同
選
挙
に
立
候
補
し
、
２

位
の
高
位
当
選
し
ま
し
た
。

地
方
公
務
員
で
あ
れ
ば
、

地
方
公
務
員
法
第

条
で
、

16

懲
戒
免
職
後
は
２
年
間
、

公
務
員
に
な
れ
ま
せ
ん
。

自
治
体
の
議
員
は
、
特

別
職
に
属
す
る
地
方
公
務

員
で
あ
り
、
議
員
の
処
遇

問
題
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

政
治
を
変
え
よ
う

偶
数
月
は
年
金
を
受
け

取
る
月
。年
金
が
減
っ
た
。

年
金
が
下
が
る
通
知
は
前

に
来
て
い
た
ん
だ
が
、
年

金
を
貰
っ
て
又
び
っ
く
り

だ
っ
た
。
こ
の
様
子
は
テ

レ
ビ
で
も
詳
し
く
時
間
を

取
っ
て
い
た
が
。

▲
口
々
に
言
う
の
は
、
物

価
が
上
が
っ
て
い
る
の
に

年
金
が
下
が
っ
た
事
へ
の

不
満
。
実
際
・
４
月
と
今

月
が
一
斉
に
物
価
が
上
が

っ
た
月
。
こ
れ
に
は
、
売

る
側
の
お
店
屋
さ
ん
も
心

を
痛
め
て
い
る
ん
だ
が
、

一
向
に
心
が
痛
ま
な
い
自

公
政
権
や
財
界
の
金
持
ち

に
日
銀
総
裁
だ
。
日
銀
総

裁
に
至
っ
て
は
、
物
価
の

上
昇
は
許
容
さ
れ
て
い
る

と
発
言
し
、
誤
解
を
与
え

た
と
謝
っ
た
が
、
誰
が
誤

解
す
る
も
の
か
ネ
。

▲
も
う
削
る
と
こ
ろ
が
ね

～
と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る

声
が
あ
ち
こ
ち
に
。
日
頃

だ
っ
て
上
が
っ
て
き
て
い

た
ん
だ
か
ら
。
こ
の
物
価

の
上
昇
が
ナ
ン
％
に
な
ら

な
い
か
ら
、
と
い
う
の
が

日
銀
総
裁
・
つ
ま
り
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
よ
う
だ
が
。

▲
年
金
が
年
々
減
っ
て
い

く
制
度
は
、
年
金
を
頼
り

に
し
て
い
る
お
年
寄
り
に

と
っ
て
は
生
活
を
脅
か
す

事
で
、
憲
法
第

条
・
生

25

存
権
の
侵
害
で
あ
り
、
憲

法
第

条
・
財
産
権
の
侵

29

害
に
当
た
る
と
し
て
、
全

国
で
裁
判
を
起
こ
し
て
７

年
。
全
日
本
年
金
者
組
合

が
頑
張
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
今
の
声
が
加
わ
れ
ば
。

▲
山
形
の
場
合
も
全
国
と

同
じ
に
、
地
裁
で
控
訴
棄

却
と
な
り
、
仙
台
の
高
裁

に
上
訴
す
る
こ
と
に
決
定
。

７
月
５
日
に
一
回
目
の
裁

判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
。

岩
手
・
秋
田
・
宮
城
で
の

答
弁
が
ど
う
な
る
ん
だ
か
。

▲
働
く
者
が
減
っ
て
い
る

か
ら
当
然
と
福
祉
目
的
の

消
費
税
を
使
っ
て
い
な
い

事
を
隠
す
解
説
者
。
米
国

大
統
領
に
は
直
ぐ
応
え
る

首
相
。
こ
ん
な
政
治
は
変

え
な
き
ゃ
。
共
産
党
を
よ

ろ
し
く
・
ネ
。（
石
川
）

選
し
て
わ
ず
か
１
年
で
の

選
挙
で
あ
る
。

そ
れ
に
定
員

人
に
、

26

斎
藤
長
良
さ
ん
も
立
候
補

し
、
日
本
共
産
党
を
２
議

席
に
す
る
と
い
う
、
日
本

共
産
党
支
部
の
方
針
で
、

画
期
的
な
闘
い
だ
が
、
支

部
の
全
て
の
力
を
出
し
切

ら
ね
ば
達
成
で
き
な
い
。

９
月
３
日
、
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
満
席
（
１
２

０
人
）
の
演
説
会
を
組
織

す
る
こ
と
に
し
た
。

当
日
、
ま
ず
勇
一
議
員

が
議
会
報
告
。

一
貫
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
、
北
部
地
区
農
集
電

話
を
普
通
電
話
に
直
せ
と
、

電
話
局
交
渉
を
し
て
き
た

こ
と
。

ス
ー
パ
ー
農
道
の
路
線

変
更
で
、
庄
内
支
庁
の
部

■
議
員
２
期
目
で
、
共

産
党
２
議
席
に
挑
戦

１
９
７
５
年(

昭
和

)

、
50

定
例
議
会
議
員
選
挙
、
当

長
と
役
場
担
当
者
と
話
し

合
い
を
し
て
い
る
こ
と
。

農
機
具
代
金
の
二
重
払

い
事
件
。

東
京
軽
電
気
・
有
本
電

解
の
首
切
り
反
対
の
取
り

組
み
。

こ
の
よ
う
に
、
当
選
以

来
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

ぜ
ひ
再
び
議
会
に
送
っ
て

下
さ
い
と
訴
え
た
。

新
人
の
斎
藤
長
良
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
勇
一
議
員

と
共
に
運
動
し
て
き
た
が
、

私
も
議
員
に
な
っ
て
２
人

の
合
力
で
、
町
民
の
要
求

実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
く
と
決
意
を
述
べ
た
。

ひ
と

日
下
部
勇
一
（
庄
内
町
槇
島
）

波
瀾(

乱)

万
丈
の
人
生青

山

崇

元
町
議
で
人
気
の
あ
る

佐
藤
幸
夫
さ
ん
は
、「
町
議

が
２
人
に
な
る
と
、
質
問

時
間
が
倍
に
な
り
、
町
民

の
要
望
実
現
も
前
進
す

る
。」
と
訴
え
た
。

１
９
７
５
年
は
、
日
本

共
産
党
が
１
９
７
２
年
総

選
挙
で
、
戦
後
最
高
の
38

議
席
を
獲
得
し
、
本
県
白

鷹
町
出
身
の
紺
野
与
次
郎

さ
ん
が
、
東
京
１
区
で
ト

ッ
プ
当
選
す
る
な
ど
上
昇

ム
ー
ド
で
あ
っ
た
。

そ
の
紺
野
さ
ん
も
応
援

弁
士
で
駆
け
つ
け
、
こ
の

展
望
を
語
っ
て
大
き
な
感

銘
を
あ
た
え
た
。

庄内町議会議員選挙（2022年6月19日投票）
1 当 1014スルタン ヌールするたん　ぬーる 50 無所属 現 自営業 

2 当 970奥山 康宏 おくやま やすひろ 50 無所属 新 無職 

3 当 870小野 一晴 おの かずはる 61 無所属 現 農業 

4 当 863吉宮 茂 よしみや しげる 74 無所属 現 農業 

5 当 713阿部 利勝 あべ としかつ 65 無所属 現 農業 

6 当 691工藤 範子 くどう のりこ 74 共産 現 庄内町議会議員 

7 当 667.508石川 保 いしかわ たもつ 65 無所属 現 農業 

8 当 665加藤 将展 かとう かつのぶ 67 無所属 現 林業 

9 当 645.491石川 武利 いしかわ たけとし 67 無所属 現 庄内町議会議員 

10 当 597伊藤 和美 いとう かずみ 49 無所属 新 団体職員 

11 当 553渡部 伊君子 わたなべ いくこ 62 無所属 新 パート従業員 

12 当 484上野 幸美 うえの ゆきみ 62 無所属 現 庄内町議会議員 

13 当 435斎藤 秀紀 さいとう ひでき 61 無所属 現 農業 

14 当 353五十嵐 啓一 いがらし けいいち 73 無所属 現 庄内町議会議員 

15 302国分 浩実 こくぶん ひろみ 53 無所属 現 会社顧問 

16 294関口 由美 せきぐち ゆみ 56 無所属 新 無職 

17 255佐藤 一男 さとう かずお 61 無所属 新 アルバイト社員 

18 216門脇 道也 かどわき みちや 61 無所属 新 自営業（飲食店経営）

19 189鎌田 準一 かまだ じゅんいち 72 無所属 現 自営業 

20 16長堀 幸朗 ながほり ゆきお 54 無所属 現 庄内町議会議員

有権者数17,254人  投票率63.1%

庄内町議会選挙
共産党の工藤範子氏

通算７期目当選

問題の元ＪＡ職員が２位当選


